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第 23回北東アジア港湾シンポジウム 

（11 月 3 日（金）韓国・釜山広域市、Busan Port International Exhibition & Convention 

Center） 

主催 

   韓国 海洋水産部（事務局：日中韓三ヶ国の港湾協会） 

参加者   

日中韓の官民の港湾関係者合わせて約 150 名 

(日本：約 50 名、中国：約 50 名、韓国：約 50 名） 

 

プレゼンテーション 

 

○セッション１ 

・事例発表１ 中国：JIA Funing, Shandong Port Group Co., Ltd., Vice President 

「The World Connected by Ports, Ports Shinning in the Brand」 

・事例発表２ 日本：国土交通省港湾局首席国際調整官 前田 敬 氏 

「Eco friendly Fuel Supply Infrastructure at Ports」 

・事例発表３ 韓国：Dr. KIM Chongmin, Senior Surveyor/Researcher, KR 

「Eco friendly Fuel Supply Infrastructure」 

 

○セッション２ 

・事例発表４ 中国：REN Xiaobo, Ningbo Zhoushan Port Co., Ltd., Vice President 

「Reaction for Climate Change, GHG Reduction Practice and Thinking 

of Ningbo Zhoushan Port)」 

・事例発表５ 日本：名古屋大学教授 富田 孝史 氏 

「Addressinng Climate Change in the Port Sector」 

・事例発表６ 韓国：Prof. OH Sangho, Changwon National University 

「An Outlook of Climate Change Impacts and Port Responses」 

 

 

（参考） 

① 北東アジア港湾シンポジウムは、開催地の韓国 海洋水産部が主催。日中韓三ヶ国の      

港湾協会が事務局を務める。 

② 北東アジア地域港湾の持続的な開発と繁栄に向けて、緊密な協力関係を構築し、  

専門的な研究や討議、情報交換を行うことを目的として、同シンポジウムに合わせ、

北東アジア港湾協会長会議も開催。日本側代表は、日本港湾協会副会長兼理事長  

大脇 崇 氏。 

  


